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つながり
愛媛県　南宇和郡愛南町立平城小学校　６年
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私は、３年生のときから社明運動の一環としてティッシュ配りをしています。初めはなぜこんなことをするのか分かりませんでしたが、講演を聞いてよく分かりました。その講演の中で、「保護司」という職業が出てきました。真っ先に、祖父の姿が浮かびました。
　私の祖父は保護司です。保護司さんは、更生しようと努力している人を親のような温かい目で、そして厳しい心で暗い道から明るい道へと導き、二度と暗い道に戻さない手助けをするすばらしい仕事をしています。もし、保護司さんのような仕事がなかったら、犯罪が伝染病のように広がっていき、とてもおそろしい世の中になると思います。そのような世の中にならないようにするために努力している保護司さんは、危険も伴うこともあると思い、私は、講演に来られた保護司さんに質問しました。
「保護司の仕事をしていて、一番うれしかったことは何ですか。」
と聞くと、
「更生した人が会いに来てくれた時。」
と答えられました。私は家に帰って、祖父に同じ質問をしてみました。すると、もう保護司を退職した祖父のところに、今でも更生した人が会いに来てくれることだと言っていました。私は、そのことを聞いたとき、人には「つながり」が必要不可欠なものだなと感じました。
　先日、曾祖母と祖母の温かい会話を聞きました。
「私はだあれ。」
と祖母が聞くと、曾祖母は、
「私が世界で一番好きな人。」
と答えていました。祖母はずっと曾祖母を介護していました。祖母は、曾祖母に怒鳴られたり、曾祖母のためだけに食事を作ったりして、とても大変なことも多くありました。今は曾祖母は祖母の年齢のこともあり施設にいます。離れているけれど、とても仲良しの二人です。忙しい介護の毎日を送っていた祖母ですが、実は曾祖母に対する人一倍の愛情を注いでいたんだなと思いました。祖母と曾祖母は深いきずなでつながっているなと強く感じました。
　母は、なんぐん館という施設の管理栄養士です。母がなんぐん館にいる人たちのためにそれぞれの人の食事を考えているのです。だから、母はなんぐん館にいる全ての人の名前を知っています。母は各部屋に行き、みんなに声をかけて回っていると、
「おいしい食事をありがとう。」
と言われるそうです。母は、そう言われる度にとてもうれしいそうです。私は、このことを聞いて、母となんぐん館の人たちは食事を通してだけれど、深くつながっているなと感じました。
　私は、たくさんの人が自分の家族とつながっていることに感謝しています。もちろん私も、犬のラッキーを含む家族、大好きな友達、学校や塾の先生、地域の人などたくさんの人たちとつながっています。つながっているから、今とても楽しく生活でき、幸せであり、笑顔でいられるんだと思います。
　更生しようとしている人たちも私たちと同じで、人とつながっていくべきだと考えます。今の私たちにできること、それは、更生しようとしている人がいたら偏見の冷たい目で見ないで、応援してあげられるような温かい心をもつことだと思います。「温かい心」それは、人を思いやれる心、いいところを見つけようとする心、優しい言葉をかけること、進んで行動すること、一人ぼっちの子を作らないことなど、私たちの学校生活の中でもよく見られる心です。こんな心にみんながなれる日がきっとやってくるはずです。
　私は、これからも社会を明るくする運動のひとつ、ティッシュ配りを続けて多くの人にこの活動を理解してもらいたいです。人には、だれでも、どんなことをした人でも、生きる権利があります。命をもつ全ての人が人として生活できる世の中になるといいなと思います。
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